
グアムで見て、聞いて、感じて、学んだ6日間 
～We are all one～ 

　笠松町では、国際感覚をもった人材の育成をめざし、次代を担う中学生を対象に、平成5年より
青少年海外派遣事業を行っています。今年は、10月8日から13日までの5泊6日の日程で10人の笠
松中学校生徒をグアム（アメリカ合衆国准州）に派遣しました。 
　台風19号の影響で当初予定していた帰国便が欠航となり1日延泊することになりましたが、平
成27年に姉妹校提携を締結したイナラハン・ミドル・スクールでは、アメリカ国歌とグアム島歌で歓
迎を受け、現地の子とペアになり、ココナッツを使った家庭科の授業やグアムの先住民であるチャ
モロの歴史の授業見学、ヤシの葉細工、インドアサッカーなどで学校生活を体験するとともに、習
字や折り紙などの日本文化の紹介をするなど交流を図りました。 
　また、グアム州知事公舎を訪れ、レオン知事を表敬訪問し、日本国総領事館では尾形首席領事
より領事館の仕事に関する貴重な話しを伺いました。 
　太平洋戦争戦没者慰霊塔では、現地の戦没者慰霊ボランティア団体のピースリング・オブ・グ
アムの坂元副会長より平和講話をいただくなど、貴重な体験をしました。 
　現地大型スーパーでの買い物、島内最大のショッピングセンターでの昼食など、日ごろ学んだ英
語を活かして会話をしたり、グアムの透き通った海でシュノーケリングやバナナボートを楽しんだり、
日本では経験することができない6日間を過ごしました。 
　それでは、参加者による海外研修の報告を一部紹介します。 

　私は、グアムで「人の気持ちを考えること」
を学びました。戦没者慰霊ボランティア団体の
ピースリング・オブ・グアムや姉妹校のイナラハン・
ミドル・スクール訪問など、様 な々活動をする中で、
人の気持ちを考えられる方と会うことができま
した。 
　ピースリング・オブ・グアムでは、会員の伊藤さ
んから相手の事を考えることで、小さな争い事
をなくすことができ、戦争もなくすことができると
いう話を聞きました。私は、兄弟げんかで手を
出してしまうことがあります。それも、争い事だっ
たんだなと思いました。そんな小さな争い事でも、
一人ひとりが手を出さないようにすることを気を
つければ、戦争がなくなるので、私も手を出さな
いようにしようと思います。 
　イナラハン・ミドル・スクールでは、ほとんど英
語を話せない私にでも、現地生徒たちは「あな
たは、野球が好き？」とかを聞いてくれました。
私は聞いていくれるのに、ほとんど答えられな
いのが申し訳なくて、次の日、似顔絵と「きのうは、
ありがとう。私は、とてもうれしい。なぜなら、あな
たが話しかけてくれたから。でも、私は、英語で
しゃべれなかった。本当にごめんなさい。あな
たのように、英語をしゃべれるようになりたい」と
書いた手紙を渡しました。その子は、本当に喜
んでくれました。そこから、相手を大事にしてく
れるグアムの方々は、とても温かいと思ったし、
それに応えることが大事であると考えました。 
　「人の気持ちを考える」ということは、笠松町
でも、岐阜県でも、日本でも活かせると思います。
これからも、人の気持ちについて、よく考え、平
和な日 を々過ごしたいです。 

　僕は、グアムと日本の文化・日常生活の違い
をたくさん気付くことができました。 
　まず、第一印象は、「暑い」ということでした。
日本と比べてみると、10℃くらい違いを感じまし
た。日本には四季があるけど、グアムは1年中
気温がほとんど変わらないという「熱帯」という
気候に属しているとわかりました。 
　グアムの街並を見てみると、たまに日本語の
看板が置いてある建物があったので、日本人
観光客が来ていると分かりました。つまり、日本
とグアム（アメリカ合衆国）は仲が良いと予想し
ました。また、海には、たくさんのサンゴ礁があり、
海はきれいでした。島の人々は、自然環境を大
切にしているのだと思いました。 
　イナラハン・ミドル・スクールの生徒交流では、
お互いの文化を知りあうことができました。具
体的に、イナラハンの生徒たちは、「朝に国歌・
島歌を歌う」という日本とは違う日課も見せてくれ、
「チャモロダンス」などのグアムの伝統的な文
化を披露してくれました。一方、僕達は、日本の
習字・折り紙を披露しました。イナラハンの生徒
は興味を持ち見てくれました。 
　僕は、州知事の話も聞くことができました。知
事が今まで衝撃を受けたことは「女性が州知
事になれた」ことでした。この発言から「女性
でも州知事という大きな役割ができるんだ」と
いうことを知らせてあげたかったのかなと思い
ました。また、「グアムのアピールしたいこと」は、
安全で人が優しく、自然災害もあまりないと話し
ており、グアムは良いことばかりだと思いました。
さらに、州知事は、今以上に生活の質を上げた
いと話していました。 
　最後に、この機会を作ってくれた方々に、と
ても感謝しています。このような貴重な経験を、
文化のふれ合いを積極的に日常生活の一環
にしていきたいです。 
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